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横 浜 市 会 規 則（ 番 号 ） 

   横 浜 市会 会 議 規則 の 一 部 を改 正 する 規 則 

横 浜 市 会 会 議 規則 （ 昭 和 43 年 ５ 月横 浜 市会 規 則 第 １ 号） の 一 部を 次 の よ うに 改

正 す る 。 

 第 17 条 第 １項 中 「 つけ て 」 を 「付 け て」 に 、 「 連 署し て 」 を「 記 名 し て」 に 改

め る 。 

 第 22 条 を 次の よ う に改 め る 。 

 （ 事 件 の 撤回 又 は 訂正 及 び 動 議の 撤 回）  

第 22 条  会 議 の議 題 と なっ た 事 件を 撤 回し 、 又 は 訂 正し よ う とす る と き 及び 会 議

の 議 題 と なっ た 動 議 を撤 回 し よう と する と き は 、 市会 の 許 可を 得 な け れば な ら

な い 。 た だし 、 会 議 の議 題 と なる 前 にお い て は 、 議長 の 許 可を 得 な け れば な ら

な い 。 

２  前 項 の 許 可を 求 め よう と す ると き は、 提 出 者 か ら、 事 件 につ い て は 文書 に よ

り 、 動 議 につ い て は 文書 又 は 口頭 に より 、 請 求 し なけ れ ば なら な い 。  

 第 28 条 中 「点 呼 に 応じ て 投 票 を投 票 箱に 投 入 す る 」を 「 議 長の 指 示 に 従っ て 、

順 次 、 投 票 する 」 に 改め る 。 

 第 29 条 の 見出 し を 「（ 投 票 の 終了 ）」 に 改 め 、 同 条第 １ 項 中「 点 呼 が 終っ た 」

を 「 投 票 が 終わ っ た と認 め る 」 に、 「 投票 箱 の 閉 鎖 」を 「 投 票の 終 了 」 に 改 め る

。 

 第 30 条 に 次 の１ 項 を 加え る 。 

４  投 票 の 効 力に 係 る 法第 118 条第 ６ 項の 規 定 に よ る通 知 に 関し 必 要 な 事項 は 、

議 長 が 定 める 。 

 第 40 条 中 「 連署 し て 」を 「 記 名し て 」に 改 め る 。 

 第 65 条 の ７ 中「 同 意 」を 「 許 可」 に 改め る 。 

 第 70 条 中 「 また は 」 を「 又 は 」に 改 め、 「 書 類 、」 を 削 る 。 

 第 76 条 の 見出 し 中 「委 員 で な い議 員 」を 「 委 員 外 議員 」 に 改め 、 同 条 第１ 項 中

「 ま た は 」 を「 又 は 」に 改 め 、 「議 員 」の 次 に 「（ 以下 「 委 員外 議 員 」 とい う 。 

）」 を 加 え 、「 き く 」を 「 聴 く 」に 改 め、 同 条 第 ２ 項中 「 委 員で な い 議 員」 を 「

委 員 外 議 員 」に 、 「 申し 出 」 を 「申 出 」に 改 め 、 同 条第 ３ 項 中「 委 員 で ない 議 員

」 を 「 委 員 外議 員 」 に改 め 、 「 から 」 の次 に 「 当 該 」を 加 え る。 



 第 77 条 を 次 のよ う に 改め る 。 

 （ 委 員 長 の 委員 と し ての 発 言 ） 

第 77 条  委 員 長が 委 員 とし て 発 言す る とき は 、 委 員 長の 職 務 を行 う こ と がで き な

い 。 

２  前 項 に 規 定す る 場 合に お い て、 委 員長 が 委 員 と して 討 論 をす る と き は、 そ の

議 題 の 表 決が 終 わ る まで 、 委 員長 の 職務 を 行 う こ とが で き ない 。  

 第 78 条 第 ２ 項中 「 か ら」 の 次 に「 当 該」 を 加 え る 。 

 第 81 条 第 １ 項中 「 出 席し た 」 を「 出 席し て い る 」 に改 め る 。 

 第 87 条 の 見出 し 中 「文 書 」 を 「質 問 主意 書 」 に 改 め、 同 条 第１ 項 中 「 場合 に 」

を 「 場 合 は 、質 問 主 意書 を 議 長 に提 出 する こ と に よ り 、」 に 改め 、 「 文 書で 」 を

削 り 、 同 条 中第 ２ 項 を削 り 、 第 ３項 を 第２ 項 と し 、 第４ 項 を 第３ 項 と す る。  

 第 89 条 第 ２項 中 「 及び 氏 名 」 の次 に 「（ 請 願 者 が 法人 の 場 合に あ っ て は、 そ の

所 在 地 、 名 称及 び 代 表者 の 氏 名 ）」 を 加え 、 同 条 第 ３項 を 次 のよ う に 改 める 。 

３  請 願 者 多 数の も の は、 請 願 者の 住 所及 び 氏 名 （ 請願 者 が 法人 の 場 合 にあ っ て

は 、 そ の 所在 地 、 名 称及 び 代 表者 の 氏名 ） を 省 略 して 記 載 する こ と が でき る 。 

 第 90 条 第 １項 た だ し書 を 次 の よう に 改め る 。 

  た だ し 、 常任 委 員 会若 し く は市 会 運営 委 員 会 の 所管 に 属 しな い 請 願 又は 常 任

委 員 会 若 しく は 市 会 運営 委 員 会に 付 託す る こ と を 適当 と し ない 請 願 は 、特 別 委

員 会 に 付 託す る 。 

 第 90 条 中 第３ 項 を 第４ 項 と し 、同 条 第２ 項 中 「 か える 」 を 「代 え る 」 に改 め 、

同 項 を 同 条 第３ 項 と し、 同 条 第 １項 の 次に 次 の １ 項 を加 え る 。 

２  委 員 会 の付 託 は 、市 会 の 議 決に よ り省 略 す る こ とが で き る。 

 第 97 条 を 次の よ う に改 め る 。 

 （ 資 格 決 定の 通 知 ） 

第 97 条  法 第 127 条 第 ３項 の 規 定に よ り準 用 す る 法 第 118 条 第６ 項 の 規 定に よ る

通 知 に 関 し必 要 な 事 項は 、 議 長が 定 める 。  

 第 98 条 第 １ 項中 「 記 載し 、 又 は記 録 する 」 を 「 記 載す る 」 に改 め る 。 

 第 99 条 中 「（ 会 議 録が 電 磁 的 記録 を もっ て 作 成 さ れて い る 場合 に あ っ ては 、 電

磁 的 方 法 に よる 提 供 を含 む 。）」 を 削 る。 

 第 101 条 中 「（ 会 議録 が 電 磁 的記 録 をも っ て 作 成 され て い る場 合 に あ って は 、



法 第 123 条 第３ 項 に 規定 す る 署 名に 代 わる 措 置 を と る議 員 ）」 を 削 る 。 

 第 104 条 を次 の よ うに 改 め る 。 

 （ 携 帯 品 ） 

第 104 条  議 場に 入 る 者は 、 帽 子、 コ ート 、 マ フ ラ ー、 傘 の 類を 着 用 し 、又 は 携

帯 し て は なら な い 。 ただ し 、 病気 そ の他 の 理 由 に より 会 議 への 出 席 に 必要 と 認

め ら れ る 物で あ っ て 議長 に あ らか じ め届 け 出 た も のに つ い ては 、 こ の 限り で な

い 。 

 第 109 条 第１ 項 中 「連 署 し て 」を 「 記名 し て 」 に 改め る 。 

 第 119 条 中「 は か って 」 を 「 諮っ て 」に 改 め 、 同 条 を 第 121 条 と す る 。 

 第 118 条 中「 は か り」 を 「 諮 り」 に 改め 、 同 条 を 第 120 条 とし 、 第 16 章中 同 条

の 前 に 次 の ２条 を 加 える 。 

 （ 電 子 情 報処 理 組 織に よ る 通 知等 ） 

第 118 条  議 会又 は 議 長若 し く は委 員 長（ 以 下 「 議 会等 」 と いう 。） に 対し て 行

わ れ る 通 知の う ち こ の規 則 の 規定 に おい て 文 書 そ の他 文 字 、図 形 そ の 他の 人 の

知 覚 に よ って 認 識 す るこ と が でき る 情報 が 記 載 さ れた 紙 そ の他 の 有 体 物（ 以 下

「 文 書 等 」と い う 。） に よ り 行う こ とが 規 定 さ れ てい る も のに つ い て は、 当 該

通 知 に 関 する こ の 規 則の 規 定 にか か わら ず 、 議 長 が定 め る とこ ろ に よ り、 議 長

が 定 め る 電子 情 報 処 理組 織 （ 議会 等 の使 用 に 係 る 電子 計 算 機（ 入 出 力 装置 を 含

む 。 以 下 この 項 に お いて 同 じ 。） と その 通 知 の 相 手方 の 使 用に 係 る 電 子計 算 機

と を 電 気 通信 回 線 で 接続 し た 電子 情 報処 理 組 織 を いう 。 以 下同 じ 。） を使 用 す

る 方 法 に より 行 う こ とが で き る。 

２  議 会 等 が 行う 通 知 のう ち こ の規 則 の規 定 に お い て文 書 等 によ り 行 う こと が 規

定 さ れ て いる も の に つい て は 、当 該 通知 に 関 す る この 規 則 の規 定 に か かわ ら ず

、 議 長 が 定め る と こ ろに よ り 、議 長 が定 め る 電 子 情報 処 理 組織 を 使 用 する 方 法

に よ り 行 うこ と が で きる 。 た だし 、 当該 通 知 を 受 ける 者 が 当該 電 子 情 報処 理 組

織 を 使 用 する 方 法 に より 受 け る旨 の 議長 が 定 め る 方式 に よ る表 示 を す る場 合 に

限 る 。 

３  前 ２ 項 の 電子 情 報 処理 組 織 を使 用 する 方 法 に よ り行 わ れ た通 知 に つ いて は 、

当 該 通 知 に関 す る こ の規 則 の 規定 に 規定 す る 方 法 によ り 行 われ た も の とみ な し

て 、 当 該 通知 に 関 す るこ の 規 則の 規 定を 適 用 す る 。 



４  第 １ 項 又 は第 ２ 項 の電 子 情 報処 理 組織 を 使 用 す る方 法 に より 行 わ れ た通 知 は

、 当 該 通 知を 受 け る 者の 使 用 に係 る 電子 計 算 機 （ 入出 力 装 置を 含 む 。） に 備 え

ら れ た フ ァイ ル へ の 記録 が さ れた 時 （第 13 条 第 １ 項、 第 17 条第 ３ 項 、 第 89 条 第

１ 項 、 第 90条 第 １ 項 及び 第 99 条の 規 定に よ る 議 員 に対 す る 通知 に あ っ ては 、 当

該 フ ァ イ ルへ の 記 録 がさ れ た 時又 は 議会 等 が 、 当 該通 知 を 受け る 者 が 当該 通 知

を す べ き 電磁 的 記 録 （電 子 的 方式 、 磁気 的 方 式 そ の他 人 の 知覚 に よ っ ては 認 識

す る こ と がで き な い 方式 で 作 られ る 記録 で あ っ て 、電 子 計 算機 に よ る 情報 処 理

の 用 に 供 され る も の をい う 。 以下 同 じ 。） に 記 録 され て い る事 項 を 議 長が 定 め

る 方 法 に より 表 示 を した も の の閲 覧 若し く は 当 該 事項 に つ いて 当 該 者 の使 用 に

係 る 電 子 計算 機 （ 入 出力 装 置 を含 む 。） に 備 え ら れた フ ァ イル へ の 記 録を す る

こ と が で きる 措 置 を とる と と もに 、 当該 者 に 対 し 、議 長 が 定め る 電 子 情報 処 理

組 織 を 使 用し て 当 該 措置 が と られ た 旨の 通 知 を 発 した 時 の いず れ か 早 い時 ） に

当 該 者 に 到達 し た も のと み な す。 

５  議 会 等 に 対し て 行 われ 、 又 は議 会 等が 行 う 通 知 のう ち 当 該通 知 に 関 する こ の

規 則 の 規 定に お い て 署名 し 、 又は 記 名押 印 す る こ と（ 以 下 「署 名 等 」 とい う 。

） が 規 定 され て い る もの を 第 １項 又 は第 ２ 項 の 電 子情 報 処 理組 織 を 使 用す る 方

法 に よ り 行う 場 合 に は、 当 該 署名 等 につ い て は 、 当該 署 名 等に 関 す る 規定 に か

か わ ら ず 、氏 名 又 は 名称 を 明 らか に する 措 置 で あ って 議 長 が定 め る も のを も っ

て 代 え る こと が で き る。 

６  議 会 等 に 対し て 通 知を 行 い 、又 は 議会 等 か ら 通 知を 受 け る者 に つ い て対 面 に

よ り 本 人 確認 を す る べき 事 情 があ る 場合 、 議 会 等 に対 し て 行わ れ 、 又 は議 会 等

が 行 う 通 知に 係 る 文 書等 の う ちに そ の原 本 を 確 認 し、 又 は 交付 す る 必 要が あ る

も の が あ る場 合 そ の 他の 当 該 通知 の うち に 第 １ 項 又は 第 ２ 項の 電 子 情 報処 理 組

織 を 使 用 する 方 法 に より 行 う こと が 困難 又 は 著 し く不 適 当 と認 め ら れ る部 分 が

あ る 場 合 とし て 議 長 が定 め る 場合 に は、 議 長 が 定 める と こ ろに よ り 、 当該 通 知

の う ち 当 該部 分 以 外 の部 分 に つき 、 前各 項 の 規 定 を適 用 す る。 こ の 場 合に お い

て 、 第 ３ 項中 「 行 わ れた 通 知 」と あ るの は 、 「 行 われ た 通 知（ 第 ６ 項 の規 定 に

よ り 前 ２ 項の 規 定 を 適用 す る 部分 に 限る 。 以 下 こ の項 か ら 第５ 項 ま で にお い て

同 じ 。）」 と す る 。 

 （ 電 磁 的 記録 に よ る作 成 等 ） 



第 119 条  この 規 則 の規 定 （ 第 24条 及 び第 33 条 を 除 く 。） に おい て 議 会 等が 文 書

等 を 作 成 し 、 又は 保 存 す るこ と （ 以下「 作 成 等 」 とい う 。） が 規 定 さ れて い る

も の に つ い て は、 当 該 規 定に か か わらず 、 議 長 が 定め る と ころ に よ り 、当 該 文

書 等 に 係 る 電 磁的 記 録 に より 行 う ことが で き る 。 

２  前 項 の 電磁 的 記 録に よ り 行 われ た 作成 等 に つ い ては 、 当 該作 成 等 に 関す る こ

の 規 則 の 規 定 によ り 文 書 等に よ り 行われ た も の と みな し て 、当 該 作 成 等に 関 す

る こ の 規 則 の 規定 を 適 用 する 。 

   附  則 

 こ の 規 則 は、 令 和 ６年 ４ 月 １ 日か ら 施行 す る 。 

 

提  案  理  由 

 市 会 に 係 る手 続 の オン ラ イ ン 化に 関 する 規 定 の 整 備を 図 る 等の た め 、 横浜 市 会

会 議 規 則 の 一部 を 改 正し た い の で提 案 する 。  



 参  考  

   横浜市会会議規則（ 抜 粋 ） 

                           上段  改 正 案     
                        （ 下段  現  行 ）  
 （ 議 案 の 提 出） 

第 17 条  議 員 が条 例 案 、決 議 案 、意 見 書案 そ の 他 の 議案 を 提 出し よ う と する と き  

            付 け て                     記 
 は 、 文 書 に より 、 理 由を    、 議 員定 数 の 12 分 の１ 以 上 の賛 成 者 と とも に   
            つ け て                     連 

 名 し て 
    議 長 に提 出 し なけ れ ば なら な い。  
 署 し て 

   （ 第 ２ 項及 び 第 ３項 省 略 ） 

 （ 事 件 の 撤 回又 は 訂 正及 び 動 議の 撤 回）  
 （ 事 件 、 動 議の 撤 回 ） 

    会 議 の議 題 と なっ た 事 件を 撤 回し 、 又 は 訂 正し よ う とす る と き 及び 会 議  
第 22 条   
    議 題 とな っ た 事件 ま た は動 議 は、 提 出 者 に おい て 撤 回ま た は 変 更す る こ  

 の 議 題 と な った 動 議 を撤 回 し よう と する と き は 、 市会 の 許 可を 得 な け れば な ら  
 と が で き な い。 た だ し、 会 議 の同 意 を得 た と き は 、こ の 限 りで な い 。  

 な い 。 た だ し、 会 議 の議 題 と なる 前 にお い て は 、 議長 の 許 可を 得 な け れば な ら  
  

 な い 。 
  

２  前 項 の 許 可を 求 め よう と す ると き は、 提 出 者 か ら、 事 件 につ い て は 文書 に よ  
 

 り 、 動 議 に つい て は 文書 又 は 口頭 に より 、 請 求 し なけ れ ば なら な い 。  
 

 （ 投 票 ） 

        議 長 の指 示 に 従っ て 、順 次 、 投 票 する 
第 28 条  議 員 は、                  。 
        点 呼 に応 じ て 投票 を 投票 箱 に 投 入 する 

 （ 投 票 の 終 了） 
 （ 投 票 箱 閉 鎖） 

        投 票 が終 わ っ たと 認 める                 投 
第 29 条  議 長 は、            と き は 、 投票 漏 れ の有 無 を 確 かめ 、 
        点 呼 が終 っ た                      投 

 票 の 終 了   
      を宣 告 す る。 
 票 箱 の 閉 鎖 

   （ 第 ２ 項省 略 ） 

 （ 投 票 数 の 計算 点 検 ） 

第 30 条  （ 第 １項 か ら 第３ 項 ま で省 略 ） 

４  投 票 の 効 力に 係 る 法第 118 条第 ６ 項の 規 定 に よ る通 知 に 関し 必 要 な 事項 は 、 
 

 議 長 が 定 め る。 
 

 （ 修 正 動 議 提案 要 件 ） 

  



                                   記 
第 40 条  修 正 の動 議 は 、そ の 案 をそ な え、 議 員 定 数 の 12 分 の １以 上 の 発 議者 が 
                                   連 

 名 し て 
    、 あ らか じ め これ を 議 長に 提 出し な け れ ば なら な い 。 
 署 し て 

 （ 代 理 人 又 は文 書 に よる 意 見 の陳 述 ） 

              許可 
第 65 条 の ７  公述 人 は 、市 会 の   を 得た 場 合 に は 、代 理 人 に意 見 を 述 べさ せ 、 
              同意 

 又 は 文 書 に より 、 意 見を 提 出 する こ とが で き る 。 

 （ 資 料 及 び 報告 の 提 出要 求 ） 

           又 は   
第 70 条  委 員 会は 、 審 査    調査 の ため 必 要 が あ ると き は 、そ の 決 議 によ っ て 
           ま た は 

                
 、 執 行 機 関 に対 し 必 要な    資 料 及び 報 告 の 提 出を 求 め るこ と が で きる 。 
            書 類 、 

  委 員 外 議 員    
 （        の 発言 ） 
  委 員 で な い議 員 

           又 は   
第 76 条  委 員 会は 、 審 査    調査 中 の事 件 に つ い て、 必 要 があ る と 認 めた と き 
           ま た は 

          （以 下 「 委員 外 議員 」 と い う 。）  
 は 、 委 員 で ない 議 員                に 対 しそ の 出 席 を求 め て 
           

   又 は     聴 く 
 説 明    意見 を   こ と が でき る 。 
   ま た は    き く 

       委 員 外 議員        申 出   
２  委 員 会 は 、        から 発 言の    が あっ た と きは 、 そ の 許否 を 決 
       委 員 で ない 議 員      申 し 出 

 め る 。 

  委 員 外 議 員    
３         が 第１ 項 の 規定 に より 委 員 会 に おい て 説 明し 、 若 し くは 意 見 
  委 員 で な い議 員 

 を 述 べ 、 又 は前 項 の 規定 に よ り発 言 する に 当 た り 、当 該 委 員会 が 横 浜 市会 委 員  

 会 条 例 （ 昭 和 43 年 ５ 月横 浜 市 条例 第 28号 。 以 下 「 条例 」 と いう 。） 第 ９条 の ２ 

 第 １ 項 に 規 定す る オ ンラ イ ン によ る 方法 （ 以 下 「 オン ラ イ ンに よ る 方 法」 と い 

                      委 員外 議 員    
 う 。） を 活 用し た 委 員会 で あ る場 合 には 、 当 該        は 、 当 該委 員 会 
                      委 員で な い 議員 

 の 委 員 長 の 許可 を 得 てオ ン ラ イン に よる 方 法 で 当 該委 員 会 の開 会 場 所 以外 の 場  

    当 該 
 所 か ら   委員 会 に 参加 し て 、説 明 し、 若 し く は 意見 を 述 べ、 又 は 発 言す る こ  
       

 と が で き る 。 

 （ 委 員 長 の 委員 と し ての 発 言 ） 
 （ 委 員 長 の 委員 と し ての 発 言 ） 

    委 員 長が 委 員 とし て 発 言す る とき は 、 委 員 長の 職 務 を行 う こ と がで き な  
第 77 条   
    委 員 長が 委 員 とし て 発 言し よ うと す る と き は、 委 員 席に 着 き 発 言し 、 発  

 い 。                                   
 言 が 終 っ た 後、 委 員 長席 に 復 さな け れば な ら な い 。た だ し 、討 論 を し たと き は  

                                
 、 そ の 議 題 の表 決 が 終る ま で は、 委 員長 席 に 復 す こと が で きな い 。  



２  前 項 に 規 定す る 場 合に お い て、 委 員長 が 委 員 と して 討 論 をす る と き は、 そ の  
 

 議 題 の 表 決 が終 わ る まで 、 委 員長 の 職務 を 行 う こ とが で き ない 。  
 

 （ 提 案 者 及 び修 正 案 提出 者 の 発言 ） 

第 78 条  （ 第 １項 省 略 ） 

２  提 案 者 及 び修 正 案 提出 者 は 、当 該 委員 会 が オ ン ライ ン に よる 方 法 を 活用 し た  

 委 員 会 で あ る場 合 に は、 前 項 の規 定 にか か わ ら ず 、当 該 委 員会 の 委 員 長の 許 可  

                                当該    
 を 得 て オ ン ライ ン に よる 方 法 で当 該 委員 会 の 開 会 場所 以 外 の場 所 か ら   委 員 
                                   

 会 に 参 加 し て、 発 言 を求 め る こと が でき る 。 

 （ 少 数 意 見 の留 保 ） 

第 81 条  委 員 会に お い て少 数 の ため 廃 棄さ れ た 意 見 で、 他 に 出席 委 員 （ 条例 第 ９ 

                   出 席 し て いる 
 条 の ２ 第 ３ 項の 規 定 によ り 当 該委 員 会に       も の とみ な さ れ た委 員 を 
                   出 席 し た 

 含 む 。） １ 人以 上 の 賛成 を 得 たと き は、 こ れ を 少 数意 見 と して 留 保 す るこ と が  

 で き る 。 

   （ 第 ２ 項及 び 第 ３項 省 略 ） 

  質 問 主 意 書 
 （      に よ る 質問 ） 
  文 書 

                         場 合 は、 質 問 主 意書 を 議 
第 87 条  議 員 は、 会 期 中、 口 頭 によ る 質問 の 機 会 が ない             
                         場 合 に 

 長 に 提 出 す るこ と に より 、            
             執 行機 関 に対 し    質問 す る こと が で き る。 
                    文 書 で 

                                   
２  前 項 の 質 問は 、 簡 明な 主 意 書を 作 り、 議 長 に 提 出し な け れば な ら な い。  

２   
  （ 本 文 省 略） 
３ 

３ 
  （ 本 文 省 略） 
４ 

 （ 請 願 文 書 表） 

第 89 条  （ 第 １項 省 略 ） 

２  請 願 文 書 表に は 、 請願 書 の 受理 番 号、 受 理 年 月 日、 件 名 、請 願 の 要 旨、 請 願  

         （ 請願 者 が 法人 の 場合 に あ っ て は、 そ の 所在 地 、 名 称及 び 代 
 者 の 住 所 及 び氏 名                             
 

 表 者 の 氏 名 ） 
       、 紹 介 議員 の 氏 名並 び に付 託 委 員 会 を記 載 す る。 
 

  請 願 者 多数 の も のは 、 請 願 者の 住 所及 び 氏 名 （ 請願 者 が 法人 の 場 合 にあ っ て 
３   
  請 願 者 数 人連 署 の もの は ほ か何 人 、同 一 議 員 の 紹介 に よ る数 件 の 内 容同 一 の  

 は 、 そ の 所 在地 、 名 称及 び 代 表者 の 氏名 ） を 省 略 して 記 載 する こ と が でき る 。 
 も の は ほ か 何件 と 記 載す る こ とが で きる 。  



 （ 請 願 の 委 員会 付 託 ） 

第 90 条  議 長 が請 願 書 を受 理 し た場 合 は、 請 願 文 書 表の 配 付 とと も に 請 願を 所 管  

                      た だし 、 常 任委 員 会 若 しく は 市 
 の 常 任 委 員 会又 は 市 会運 営 委 員会 に 付託 す る 。 
                      た だし 、 議 長に お い て 委員 会 に 

 会 運 営 委 員 会の 所 管 に属 し な い請 願 又は 常 任 委 員 会若 し く は市 会 運 営 委員 会 に  
 付 託 す る 必 要が な い と認 め た とき 及 び特 別 委 員 会 に付 託 す るこ と が 適 当で あ る  

 付 託 す る こ とを 適 当 とし な い 請願 は 、特 別 委 員 会 に付 託 す る。  
 と 認 め た と きは 、 こ の限 り で ない 。 

２  委 員 会 の 付託 は 、 市会 の 議 決に よ り省 略 す る こ とが で き る。 
 

３ 
  議 長 は 、 請願 文 書 表を 作 成 する い とま の な い と きは 、 必 要事 項 を 報 告し て 配  
２ 

   代 え る 
 付 に    こと が で きる 。 
   か え る 

４ 
  （ 本 文 省 略） 
３ 

 （ 資 格 決 定 の通 知 ） 
 （ 決 定 書 の 交付 ） 

    法 第 127 条 第 ３項 の 規 定に よ り準 用 す る 法 第 118 条 第６ 項 の 規 定に よ る 
第 97 条   
    市 会 が議 員 の 被選 挙 権 の有 無 また は 法 第 92 条の ２ の 規定 に 該 当 する か ど 

 通 知 に 関 し 必要 な 事 項は 、 議 長が 定 める 。                  
 う か に つ い ての 法 第 127 条 第 １項 の 規定 に よ る 決 定を し た とき は 、 議 長は 、 そ 

                                     
 の 決 定 書 を 決定 を 求 めた 議 員 及び 決 定を 求 め ら れ た議 員 に 交付 し な け れば な ら  

     
 な い 。 

 （ 記 載 事 項 ） 

        記 載 する        
第 98 条  会 議 録に           事 項 の 概 目 は、 次 の とお り と す る。 
        記 載 し、 又 は 記録 す る 

   （ 第 １ 号か ら 第 10号 ま で 及び 第 ２項 省 略 ） 

 （ 配 布 ） 

                                     
第 99 条  会 議 録は 、 議 員及 び 関 係者 に 配布  
                   （ 会 議 録 が電 磁 的 記録 を も っ て作 成 さ 

                             
                            す る 。 
 れ て い る 場 合に あ っ ては 、 電 磁的 方 法に よ る 提 供 を含 む 。）  

 （ 署 名 者 ） 

                                     
第 101 条  会 議録 に 署 名す る 議 員 
               （ 会 議録 が 電 磁 的 記録 を も って 作 成 さ れて い る 

                                     
 場 合 に あ っ ては 、 法 第 123 条 第３ 項 に規 定 す る 署 名に 代 わ る措 置 を と る議 員 ） 

 は ２ 人 と し 、会 議 に おい て 議 長が 指 名す る 。 

 （ 携 帯 品 ）                    
 （ 議 場 内 へ の帽 子 、 コー ト 等 の着 用 又は 携 帯 禁 止 ） 

     議 場に 入 る 者は 、 帽 子、 コ ート 、 マ フ ラ ー、 傘 の 類を 着 用 し 、又 は 携 
第 104 条   
     議 場に は 、 帽子 、 コ ート 、 マフ ラ ー 、 か さの 類 を 着用 し 、 又 は携 帯 し  



 帯 し て は な らな い 。 ただ し 、 病気 そ の他 の 理 由 に より 会 議 への 出 席 に 必要 と 認  
 て は な ら な い。 た だ し、 病 気 その 他 やむ を 得 な い 理由 に よ り、 議 長 の 許可 を 受  

 め ら れ る 物 であ っ て 議長 に あ らか じ め届 け 出 た も のに つ い ては 、 こ の 限り で な  
 け た と き は 、こ の 限 りで な い 。 

 い 。 
  

 （ 懲 罰 動 議 の提 出 ） 

                                  記 名 
第 109 条  懲 罰の 動 議 は、 文 書 をも っ て議 員 定 数 の ８分 の １ 以上 の 発 議 者が    
                                  連 署 

 し て 
   議 長 に 提出 し な けれ ば な らな い 。 
 し て 

   （ 第 ２ 項省 略 ） 

 （ 電 子 情 報 処理 組 織 によ る 通 知等 ） 
 

第 118 条  議 会又 は 議 長若 し く は委 員 長（ 以 下 「 議 会等 」 と いう 。） に 対し て 行  
 

 わ れ る 通 知 のう ち こ の規 則 の 規定 に おい て 文 書 そ の他 文 字 、図 形 そ の 他の 人 の  
 

 知 覚 に よ っ て認 識 す るこ と が でき る 情報 が 記 載 さ れた 紙 そ の他 の 有 体 物（ 以 下  
 

 「 文 書 等 」 とい う 。） に よ り 行う こ とが 規 定 さ れ てい る も のに つ い て は、 当 該  
 

 通 知 に 関 す るこ の 規 則の 規 定 にか か わら ず 、 議 長 が定 め る とこ ろ に よ り、 議 長  
 

 が 定 め る 電 子情 報 処 理組 織 （ 議会 等 の使 用 に 係 る 電子 計 算 機（ 入 出 力 装置 を 含  
 

 む 。 以 下 こ の項 に お いて 同 じ 。） と その 通 知 の 相 手方 の 使 用に 係 る 電 子計 算 機  
 

 と を 電 気 通 信回 線 で 接続 し た 電子 情 報処 理 組 織 を いう 。 以 下同 じ 。） を使 用 す  
 

 る 方 法 に よ り行 う こ とが で き る。 
 

２  議 会 等 が 行う 通 知 のう ち こ の規 則 の規 定 に お い て文 書 等 によ り 行 う こと が 規 
 

 定 さ れ て い るも の に つい て は 、当 該 通知 に 関 す る この 規 則 の規 定 に か かわ ら ず  
 

 、 議 長 が 定 める と こ ろに よ り 、議 長 が定 め る 電 子 情報 処 理 組織 を 使 用 する 方 法  
 

 に よ り 行 う こと が で きる 。 た だし 、 当該 通 知 を 受 ける 者 が 当該 電 子 情 報処 理 組  
 

 織 を 使 用 す る方 法 に より 受 け る旨 の 議長 が 定 め る 方式 に よ る表 示 を す る場 合 に  
 

 限 る 。 
 

３  前 ２ 項 の 電子 情 報 処理 組 織 を使 用 する 方 法 に よ り行 わ れ た通 知 に つ いて は 、  
 

 当 該 通 知 に 関す る こ の規 則 の 規定 に 規定 す る 方 法 によ り 行 われ た も の とみ な し  
 



 て 、 当 該 通 知に 関 す るこ の 規 則の 規 定を 適 用 す る 。 
 

４  第 １ 項 又 は第 ２ 項 の電 子 情 報処 理 組織 を 使 用 す る方 法 に より 行 わ れ た通 知 は  
 

 、 当 該 通 知 を受 け る 者の 使 用 に係 る 電子 計 算 機 （ 入出 力 装 置を 含 む 。） に 備 え  
 

 ら れ た フ ァ イル へ の 記録 が さ れた 時 （第 13 条 第 １ 項、 第 17 条第 ３ 項 、 第 89 条 第 
 

 １ 項 、 第 90 条第 １ 項 及び 第 99 条の 規 定に よ る 議 員 に対 す る 通知 に あ っ ては 、 当 
 

 該 フ ァ イ ル への 記 録 がさ れ た 時又 は 議会 等 が 、 当 該通 知 を 受け る 者 が 当該 通 知  
 

 を す べ き 電 磁的 記 録 （電 子 的 方式 、 磁気 的 方 式 そ の他 人 の 知覚 に よ っ ては 認 識  
 

 す る こ と が でき な い 方式 で 作 られ る 記録 で あ っ て 、電 子 計 算機 に よ る 情報 処 理  
 

 の 用 に 供 さ れる も の をい う 。 以下 同 じ 。） に 記 録 され て い る事 項 を 議 長が 定 め  
 

 る 方 法 に よ り表 示 を した も の の閲 覧 若し く は 当 該 事項 に つ いて 当 該 者 の使 用 に  
 

 係 る 電 子 計 算機 （ 入 出力 装 置 を含 む 。） に 備 え ら れた フ ァ イル へ の 記 録を す る 
 

 こ と が で き る措 置 を とる と と もに 、 当該 者 に 対 し 、議 長 が 定め る 電 子 情報 処 理 
 

 組 織 を 使 用 して 当 該 措置 が と られ た 旨の 通 知 を 発 した 時 の いず れ か 早 い時 ） に 
 

 当 該 者 に 到 達し た も のと み な す。 
 

５  議 会 等 に 対し て 行 われ 、 又 は議 会 等が 行 う 通 知 のう ち 当 該通 知 に 関 する こ の  
 

 規 則 の 規 定 にお い て 署名 し 、 又は 記 名押 印 す る こ と（ 以 下 「署 名 等 」 とい う 。  
 

 ） が 規 定 さ れて い る もの を 第 １項 又 は第 ２ 項 の 電 子情 報 処 理組 織 を 使 用す る 方  
 

 法 に よ り 行 う場 合 に は、 当 該 署名 等 につ い て は 、 当該 署 名 等に 関 す る 規定 に か  
 

 か わ ら ず 、 氏名 又 は 名称 を 明 らか に する 措 置 で あ って 議 長 が定 め る も のを も っ  
 

 て 代 え る こ とが で き る。 
 

６  議 会 等 に 対し て 通 知を 行 い 、又 は 議会 等 か ら 通 知を 受 け る者 に つ い て対 面 に  
 

 よ り 本 人 確 認を す る べき 事 情 があ る 場合 、 議 会 等 に対 し て 行わ れ 、 又 は議 会 等  
 

 が 行 う 通 知 に係 る 文 書等 の う ちに そ の原 本 を 確 認 し、 又 は 交付 す る 必 要が あ る  
 

 も の が あ る 場合 そ の 他の 当 該 通知 の うち に 第 １ 項 又は 第 ２ 項の 電 子 情 報処 理 組  
 

 織 を 使 用 す る方 法 に より 行 う こと が 困難 又 は 著 し く不 適 当 と認 め ら れ る部 分 が  
 



 あ る 場 合 と して 議 長 が定 め る 場合 に は、 議 長 が 定 める と こ ろに よ り 、 当該 通 知 
 

 の う ち 当 該 部分 以 外 の部 分 に つき 、 前各 項 の 規 定 を適 用 す る。 こ の 場 合に お い  
 

 て 、 第 ３ 項 中「 行 わ れた 通 知 」と あ るの は 、 「 行 われ た 通 知（ 第 ６ 項 の規 定 に  
 

 よ り 前 ２ 項 の規 定 を 適用 す る 部分 に 限る 。 以 下 こ の項 か ら 第５ 項 ま で にお い て  
 

 同 じ 。）」 とす る 。 
 

 （ 電 磁 的 記 録に よ る 作成 等 ） 
 

第 119 条  こ の規 則 の 規定 （ 第 24条 及 び第 33 条 を 除 く 。） に おい て 議 会 等が 文 書 
 

 等 を 作 成 し 、又 は 保 存す る こ と（ 以 下「 作 成 等 」 とい う 。） が 規 定 さ れて い る  
 

 も の に つ い ては 、 当 該規 定 に かか わ らず 、 議 長 が 定め る と ころ に よ り 、当 該 文  
 

 書 等 に 係 る 電磁 的 記 録に よ り 行う こ とが で き る 。 
 

２  前 項 の 電 磁的 記 録 によ り 行 われ た 作成 等 に つ い ては 、 当 該作 成 等 に 関す る こ  
 

 の 規 則 の 規 定に よ り 文書 等 に より 行 われ た も の と みな し て 、当 該 作 成 等に 関 す  
 

 る こ の 規 則 の規 定 を 適用 す る 。 
 

 （ 議 長 の 処 理に 対 す る異 議 ） 

第 120 条 
     会 議中 、 議 長の 処 理 に対 し て５ 人 以 上 の 異議 が あ る場 合 は 、 議長 は 、 
第 118 条 

    諮 り   
 会 議 に    こ れ を 決め る 。 
    は か り 

 （ 疑 義 の 決 定） 

第 121 条 
     こ の規 則 の 疑義 並 び に法 令 及び こ の 規 則 に規 定 の ない 事 項 は 、議 長 が  
第 119 条 

                             諮 っ て   
 こ れ を 決 め る。 た だ し、 ５ 人 以上 の 異議 が あ る と きは 、 会 議に     決 め る 
                             は か っ て 

 。 



議第10号議案 

横浜市会委員会条例の一部改正  

横浜市会委員会条例の一部を改正する条例を次のように定める。  

令和６年３月26日提出 

市会運営委員会 

委員長 大 桑  正  貴
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横 浜 市 条 例 （番 号 ） 

   横 浜 市会 委 員 会条 例 の 一 部を 改 正す る 条 例 

横 浜 市 会 委 員 会条 例 （ 昭和 43 年 ５月 横 浜市 条 例 第 28 号） の 一 部を 次 の よ うに 改

正 す る 。 

第 ２ 条 第 １ 号 を次 の よ うに 改 め る。 

(1)  政 策 経 営 ・ 総 務 ・ 財政 委 員 会  11 人 

   政 策 経 営局 、 総 務局 、 デ ジタ ル 統括 本 部 、 財 政局 、 会 計室 、 選 挙 管理 委 員

会 、 人 事 委 員会 、 監 査 委員 及 び 議会 局 の所 管 に 属 す る事 項 

 第 ２ 条 第 ６ 号を 次 の よう に 改 める 。 

(6)  脱 炭 素 ・GREEN× EXPO 推 進 ・ みど り 環境 ・ 資 源 循 環委 員 会  10 人 

   脱 炭 素 ・GREEN× EXPO 推 進 局、 み どり 環 境 局 、 資源 循 環 局及 び 農 業 委員 会 の

所 管 に 属 す る事 項 

 第 ２ 条 第 ８ 号を 次 の よう に 改 める 。 

(8)  下 水 道 河 川 ・ 水 道 ・交 通 委 員会  10 人 

   下 水 道 河川 局 、 水道 局 及 び交 通 局の 所 管 に 属 する 事 項 

第 ９ 条 の ２ 第 １項 中 「 新型 コ ロ ナウ イ ルス 感 染 症 そ の他 の 重 大な 感 染 症 のま ん

延 又 は 災 害 等の 発 生 等」 を 「 大 規模 な 災害 等 の 発 生 等又 は 重 大な 感 染 症 のま ん 延

」 に 改 め 、 「委 員 を 」の 次 に 「 当該 」 を加 え 、 同 条 第３ 項 中 「参 加 し た 」を 「 参

加 す る 」 に 、「 委 員 会に 出 席 し たも の とみ な し て 、 この 条 例 の規 定 を 適 用す る 」

を 「 こ の 条 例の 規 定 の適 用 に つ いて は 、 当 該 委 員 会 に出 席 し てい る も の とみ な す

」 に 改 め る 。 

第 15 条 の 見 出 し中 「 申 し出 」 を 「申 出 」に 改 め 、 同 条に 次 の １項 を 加 え る。 

２  前 項 の 規 定に か か わら ず 、 同項 の 規定 に よ る 申 出は 、 委 員長 が 定 め ると こ ろ

に よ り 、 委員 長 が 定 める 電 子 情報 処 理組 織 （ 委 員 会の 使 用 に係 る 電 子 計算 機 （

入 出 力 装 置を 含 む 。 以下 こ の 項に お いて 同 じ 。） とそ の 通 知の 相 手 方 の使 用 に

係 る 電 子 計算 機 と を 電気 通 信 回線 で 接続 し た 電 子 情報 処 理 組織 を い う 。第 19 条

に お い て 同じ 。） を 使用 す る 方法 に より 行 う こ と がで き る 。 

 第 16 条 第 ３項 中 「 、オ ン ラ イ ンに よ る方 法 を 活 用 した 委 員 会で な い 場 合に お い

て も 」 を 削 り、 同 条 第４ 項 中 「 参加 し た」 を 「 参 加 する 」 に 、「 公 聴 会 に出 席 し

た も の と み なし て 、 この 条 例 の 規定 を 適用 す る 」 を 「こ の 条 例の 規 定 の 適用 に つ



い て は 、 当 該公 聴 会 に出 席 し て いる も のと み な す 」 に改 め る 。 

 第 19 条 を 次の よ う に改 め る 。 

 （ 代 理 人 又は 文 書 等に よ る 意 見の 陳 述） 

第 19 条  公 述 人は 、 代 理人 に 意 見を 述 べさ せ 、 又 は 文書 若 し くは 電 子 情 報処 理 組

織 を 使 用 する 方 法 に より 意 見 を提 示 する こ と が で きな い 。 ただ し 、 委 員会 が 許

可 し た 場 合は 、 こ の 限り で な い。 

 第 20 条 第 ４項 中 「 、オ ン ラ イ ンに よ る方 法 を 活 用 した 委 員 会で な い 場 合に お い

て も 」 を 削 り、 同 条 第５ 項 中 「 参加 し た」 を 「 参 加 する 」 に 、「 委 員 会 に出 席 し

た も の と み なし て 、 この 条 例 の 規定 を 適用 す る 」 を 「こ の 条 例の 規 定 の 適用 に つ

い て は 、 当 該委 員 会 に出 席 し て いる も のと み な す 」 に改 め る 。 

 第 21 条 の 見出 し 中 「等 」 を 削 り、 同 条 第 １ 項 中 「 委員 会 記 録に は 、」 を「 委 員

長 は 、 書 記 をし て 」 に、 「 記 載 し」 を 「記 載 し た 委 員会 記 録 を作 成 さ せ 」に 改 め

、 「 委 員 長 が」 を 削 り、 同 条 第 ２項 を 次の よ う に 改 める 。 

２  前 項 の 規 定に か か わら ず 、 同項 の 委員 会 記 録 の 作成 は 、 議長 が 定 め ると こ ろ

に よ り 、 当該 委 員 会 記録 に 係 る 電 磁 的記 録 （ 電 子 的方 式 、 磁気 的 方 式 その 他 人

の 知 覚 に よっ て は 認 識す る こ とが で きな い 方 式 で 作ら れ る 記録 で あ っ て、 電 子

計 算 機 に よる 情 報 処 理の 用 に 供さ れ るも の を い う 。） に よ り 行 う こ と がで き る

。 こ の 場 合に お い て 、同 項 の 規定 に よる 署 名 に つ いて は 、 同項 の 規 定 にか か わ

ら ず 、 氏 名又 は 名 称 を明 ら か にす る 措置 で あ っ て 議長 が 定 める も の を もっ て 代

え る こ と がで き る 。 

   附  則 

 （ 施 行 期 日） 

１  こ の 条 例は 、 令 和６ 年 ４ 月 １日 か ら施 行 す る 。 

 （ 経 過 措 置） 

２  こ の 条 例 の施 行 の 際現 に こ の条 例 によ る 改 正 前 の横 浜 市 会委 員 会 条 例第 ２ 条

の 規 定 に よる 次 表 の 左欄 に 掲 げる 常 任委 員 会 の 委 員、 委 員 長又 は 副 委 員長 に 選

任 さ れ て いる 者 は 、 それ ぞ れ 、こ の 条例 に よ る 改 正後 の 横 浜市 会 委 員 会条 例 第

２ 条 の 規 定に よ る 同 表の 右 欄 に掲 げ る常 任 委 員 会 の委 員 、 委員 長 又 は 副委 員 長

に 選 任 さ れた も の と みな す 。 



政 策 ・ 総 務 ・ 財 政 委 員 会 政 策 経 営 ・ 総 務 ・ 財 政 委 員 会 

温 暖 化 対 策 ・ 環 境 創 造 ・ 資 源 循 環 委

員 会 

脱 炭 素 ・ GREEN × EXPO 推 進 ・ み ど り 環

境 ・ 資 源 循 環 委 員 会 

水 道 ・ 交 通 委 員 会 下 水 道 河 川 ・ 水 道 ・ 交 通 委 員 会 

３  こ の 条 例 の施 行 の 際現 に こ の条 例 によ る 改 正 前 の横 浜 市 会委 員 会 条 例第 ２ 条

の 規 定 に よる 常 任 委 員会 に お いて 継 続審 査 中 の 事 件に つ い ては 、 そ れ ぞれ 、 こ

の 条 例 に よる 改 正 後 の横 浜 市 会委 員 会条 例 第 ２ 条 の規 定 に より そ の 事 件を 所 管

す る こ と とな る 常 任 委員 会 に 付議 さ れた 継 続 事 件 とみ な す 。 

 （ 横 浜 市 市 会議 員 の 議員 報 酬 、費 用 弁償 及 び 期 末 手当 に 関 する 条 例 の 一部 改 正

） 

４  横 浜 市 市 会議 員 の 議員 報 酬 、費 用 弁償 及 び 期 末 手当 に 関 する 条 例 （ 昭和 31 年

８ 月 横 浜 市条 例 第 30 号） の 一 部を 次 のよ う に 改 正 する 。 

  第 ５ 条 第 ３項 中 「 出席 し た もの 」 を 「 出 席 し て いる も の 」に 改 め る 。 

 

提  案  理  由 

 委 員 会 に 係る 手 続 のオ ン ラ イ ン化 に 関す る 規 定 の 整備 を 図 ると と も に 、横 浜 市

事 務 分 掌 条 例の 一 部 改正 に 伴 い 常任 委 員会 の 名 称 等 を変 更 す る等 の た め 、横 浜 市

会 委 員 会 条 例の 一 部 を改 正 し た いの で 提案 す る 。 



 参  考 

   横浜市会委員会条例（ 抜 粋） 

                           上段  改 正 案     
                        （ 下段  現  行 ） 

（ 常 任 委 員 会 の名 称 、 委 員の 定 数 及び 所管 事 項 ） 

第 ２ 条  常 任 委員 会 の 名称 、 委 員の 定 数及 び 所 管 事 項は 、 次 のと お り と する 。 

   政 策 経 営・ 総 務 ・財 政 委 員会 
 (1)                11 人 
   政 策 ・ 総務 ・ 財 政委 員 会 

   政 策 経 営局 、 総 務局 、 デ ジタ ル 統括 本 部 
                     、 財 政局 、 会 計室 、 選 挙 管理 委 員 
   デ ジ タ ル統 括 本 部、 政 策 局、 総 務局 

  会 、 人 事 委員 会 、 監査 委 員 及び 議 会局 の 所 管 に 属す る 事 項 

   （ 第 ２ 号か ら 第 ５号 ま で 省略 ） 

   脱 炭 素 ・GREEN× EXPO 推 進 ・み ど り環 境 ・ 資 源 循環 委 員 会 
 (6)                            10 人 
   温 暖 化 対策 ・ 環 境創 造 ・ 資源 循 環委 員 会 

   脱 炭 素 ・GREEN× EXPO 推 進 局、 み どり 環 境 局 
                      、 資源 循 環 局及 び 農 業 委員 会 の 
   温 暖 化 対策 統 括 本部 、 環 境創 造 局 

  所 管 に 属 する 事 項 

   （ 第 ７ 号省 略 ） 

   下 水 道 河川 ・ 水 道・ 交 通 委員 会 
 (8)                 10 人 
   水 道 ・ 交通 委 員 会 

   下 水 道 河川 局 、 
          水道 局 及 び交 通 局の 所 管 に 属 する 事 項 
    

（ 出 席 の 特 例 ） 

          大 規模 な 災 害等 の発 生 等 又 は 重大 な 感 染症 の ま ん 延    
第 ９ 条 の ２  委 員 長 は、 
           新 型 コ ロナ ウ イル ス 感 染 症 その 他 の 重大 な 感 染 症の ま ん 

           
          によ り 委 員が 委 員会 を 招 集 す る場 所 に 参集 す る こ とが 困 
延 又 は 災 害 等 の発 生 等 

難 と 認 め る と きは 、 映 像と 音 声 の送 受 信に よ り 相 手 の状 態 を 相互 に 認 識 しな が

ら 通 話 を す る こと が で きる 方 法 （以 下 「オ ン ラ イ ン によ る 方 法」 と い う 。） を 

                                 当 該 
活 用 し た 委 員 会を 開 き 、当 該 委 員会 を 招集 す る 場 所 以外 の 場 所か ら 委 員 を    
                                    

委 員 会 に 参 加 させ る こ とが で き る。 た だし 、 第 13 条 の２ の 秘 密会 は 、 こ の限 り 

で な い 。 

   （ 第 ２項 省 略 ） 

                   参 加 す る     この 条 例 の 規定 の 適 
３  前 項 の 規 定に よ る 許可 を 得 て委 員 会に     委員 は 、           
                   参 加 し た     委員 会 に 出 席し た も 

用 に つ い て は 、当 該 委 員 会に 出 席 して いる も の と み なす 
                         。 
の と み な し て 、こ の 条 例 の規 定 を 適用 する 

  （ 第 ４ 項 省略 ） 



              申出   
 （ 意 見 を 述 べよ う と する 者 の    ） 
              申し 出 

第 15 条  （ 第 １項 省 略 ） 

２  前 項 の 規 定に か か わら ず 、 同項 の 規定 に よ る 申 出は 、 委 員長 が 定 め ると こ ろ 
 

 に よ り 、 委 員長 が 定 める 電 子 情報 処 理組 織 （ 委 員 会の 使 用 に係 る 電 子 計算 機 （ 
 

 入 出 力 装 置 を含 む 。 以下 こ の 項に お いて 同 じ 。） とそ の 通 知の 相 手 方 の使 用 に 
 

 係 る 電 子 計 算機 と を 電気 通 信 回線 で 接続 し た 電 子 情報 処 理 組織 を い う 。第 19 条 
 

 に お い て 同 じ 。） を 使用 す る 方法 に より 行 う こ と がで き る 。 
 

 （ 公 述 人 の 決定 ） 

第 16 条  （ 第 １項 及 び 第２ 項 省 略） 

                                    
３  公 述 人 は                              、 
      、オ ン ラ イン に よ る方 法 を活 用 し た 委 員会 で な い場 合 に お いて も   

 オ ン ラ イ ン によ る 方 法で 公 聴 会に 参 加し て 、 意 見 を述 べ る こと が で き る。 

              参加 す る      この 条 例 の規 定 の 適 用に つ い 
４  前 項 の 規 定に よ り 公聴 会 に     公 述 人 は 、 
              参加 し た      公聴 会 に 出席 し た も のと み な 

 て は 、 当 該 公聴 会 に 出席 し て いる も のと み な す 
                      。 
 し て 、 こ の 条例 の 規 定を 適 用 する 

 （ 代 理 人 又 は文 書 等 によ る 意 見の 陳 述） 
 （ 代 理 人 又 は文 書 に よる 意 見 提出 ） 

    公 述 人は 、 代 理人 に 意 見を 述 べさ せ 、 又 は 文書 若 し くは 電 子 情 報処 理 組 
第 19 条   
    公 述 人は 、 委 員会 の 同 意を 得 た場 合 に は 、 代理 人 に 意見 を 述 べ させ 、 又 

 織 を 使 用 す る方 法 に より 意 見 を提 示 する こ と が で きな い 。 ただ し 、 委 員会 が 許 
 は 文 書 に よ り、 意 見 を提 出 す るこ と がで き る 。 

 可 し た 場 合 は、 こ の 限り で な い。 
  

 （ 参 考 人 の 意見 聴 取 ） 

第 20 条  （ 第 １項 か ら 第３ 項 ま で省 略 ） 

                                    
４  参 考 人 は                              、 
      、オ ン ラ イン に よ る方 法 を活 用 し た 委 員会 で な い場 合 に お いて も 

 オ ン ラ イ ン によ る 方 法で 委 員 会に 参 加し て 、 意 見 を述 べ る こと が で き る。 

              参加 す る      この 条 例 の規 定 の 適 用に つ い 
５  前 項 の 規 定に よ り 委員 会 に     参 考 人 は 、 
              参加 し た      委員 会 に 出席 し た も のと み な 

 て は 、 当 該 委員 会 に 出席 し て いる も のと み な す 
                      。 
 し て 、 こ の 条例 の 規 定を 適 用 する 

         
 （ 委 員 会 記 録  ） 
       等 

    委 員 長は 、 書 記を し て                        
第 21 条            議事 の 記録 及 び 出 席 者の 氏 名 その 他 必 要 な事 項 を 
    委 員 会記 録 に は、                          

 記 載 し た 委 員会 記 録 を作 成 さ せ          
               、 こ れに     署名 し な けれ ば な ら ない 。 
 記 載 し                委 員 長 が 



  前 項 の 規 定に か か わら ず 、 同項 の 委員 会 記 録 の 作成 は 、 議長 が 定 め ると こ ろ 
２   
  前 項 の 委 員会 記 録 は、 電 磁 的記 録 によ る こ と が でき る 。 この 場 合 に おけ る 同 

 に よ り 、 当 該委 員 会 記録 に 係 る 電 磁 的記 録 （ 電 子 的方 式 、 磁気 的 方 式 その 他 人 
 項 の 署 名 に つい て は 、地 方 自 治法 （ 昭和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第 123 条 第 ３項 の 規 

 の 知 覚 に よ って は 認 識す る こ とが で きな い 方 式 で 作ら れ る 記録 で あ っ て、 電 子 
 定 を 準 用 す る。 

 計 算 機 に よる 情 報 処理 の 用 に 供さ れ るも の を い う 。） に よ り行 う こ と がで き る 
 

 。 こ の 場 合に お い て、 同 項 の 規定 に よる 署 名 に つ いて は 、 同項 の 規 定 にか か わ 
 

 ら ず 、 氏 名又 は 名 称を 明 ら か にす る 措置 で あ っ て 議長 が 定 める も の を もっ て 代 
 

 え る こ と が でき る 。 
 

   （ 第 ３ 項省 略 ） 

 

   横浜市市会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例 （抜    

   粋 ） 

                           上段  改 正 案     
                        （ 下段  現  行 ） 
 （ 費 用 弁 償 ） 

第 ５ 条  （ 第 １項 及 び 第２ 項 省 略） 

３  議 員 が 招 集に 応 じ て会 議 、 委員 会 （分 科 会 、 小 委員 会 及 び理 事 会 を 含む 。）  

 又 は 地 方 自 治法 第 100 条 第 12 項に 規 定す る 議 案 の 審査 若 し くは 議 会 の 運営 に 関 

 し 協 議 若 し くは 調 整 を行 う た めの 場 （以 下 「 会 議 等」 と い う 。） に 出 席し た と 

 き （ 横 浜 市 会委 員 会 条例 （ 昭 和 43 年 ５月 横 浜 市 条 例第 28 号 ) 第 ９ 条 の ２第 ３ 項 

           出 席 し てい る もの 
 の 規 定 に よ り委 員 会 に         と み な さ れた と き を除 く 。） は、 費 用 
           出 席 し たも の 

 弁 償 と し て 、１ 日 に つき 、 次 の各 号 に掲 げ る 議 員 の居 住 地 の区 分 に 応 じ、 当 該

各 号 に 定 める 額 を 支 給す る 。 

   （ 第 １ 号か ら 第 ３号 ま で 及び 第 ４項 省 略 ） 



議第 11号議案 

横浜市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の一部改

正

 横浜市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の一部を改正する条

例を次のように定める。  

令和６年３月 26日提出 

市会運営委員会  

委員長  大  桑  正  貴
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横 浜 市 条 例 （番 号 ） 

   横 浜 市情 報 通 信技 術 を 活 用し た 行政 の 推 進 等 に関 す る 条例 の 一 部 を改 

   正 す る条 例 

横 浜 市 情 報 通 信技 術 を 活用 し た 行政 の 推進 等 に 関 す る条 例 （ 平成 16 年 12 月横 浜

市 条 例 第 67 号） の 一 部を 次 の よ うに 改 正す る 。 

第 ２ 条 第 １ 号 中「 規 則 （」 の 次 に「 議 長の 定 め る 規 程 、」 を 加え 、 同 条 第２ 号

ア 中 「（ 議 会を 除 く 。）」 を 削 る。 

第 10 条 中 「 執 行機 関 」 の次 に 「 、議 長 」を 加 え る 。 

   附  則 

 こ の 条 例 は、 令 和 ６年 ４ 月 １ 日か ら 施行 す る 。 

 

提  案  理  由 

 議 会 に 係 る申 請 、 届出 そ の 他 の手 続 等に 関 し 、 電 子情 報 処 理組 織 を 使 用す る 方

法 そ の 他 の 情報 通 信 技術 を 利 用 する 方 法に よ り 行 う こと が で きる よ う に する た め

、 横 浜 市 情 報通 信 技 術を 活 用 し た行 政 の推 進 等 に 関 する 条 例 の一 部 を 改 正し た い

の で 提 案 す る。 



 参  考  

   横浜市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例 （ 抜 粋 ） 

                           上段  改 正 案     
                        （ 下段  現  行 ）  

（ 定 義 ） 

第 ２ 条  こ の 条例 に お いて 、 次 の各 号 に掲 げ る 用 語 の意 義 は 、当 該 各 号 に定 め る

と こ ろ に よる 。 

                             議 長 の 定め る 規 
 (1)  条 例 等  横 浜 市（ 以 下 「 市」 と いう 。） の 条 例及 び 規 則（ 
                                     

  程 、 
    地 方 自治 法 （ 昭和 22 年 法律 第 67号 ） 第 138 条の ４ 第 ２項 に 規 定 する 規 程 
     

  及 び 地 方 公営 企 業 法（ 昭 和 27年 法 律第 292 号 ） 第 10 条 に 規定 す る 企 業管 理 規 

  程 を 含 む 。以 下 同 じ 。） 並 びに 地 方自 治 法 第 252 条 の 17 の２ 第 １ 項 又は 地 方 

  教 育 行 政 の組 織 及 び運 営 に 関す る 法律 （ 昭 和 31 年法 律 第 162 号 ） 第 55条 第 １ 

  項 の 規 定 によ り 市 が処 理 す るこ と とさ れ た 事 務 につ い て 規定 す る 神 奈川 県 の  

  条 例 及 び 規則 を い う。 

 (2)  市 の 機 関 等  次の い ず れ かに 該 当す る も の を いう 。  

                                     
  ア  市 長そ の 他 の執 行 機 関 その 他 法律 の 規 定 に 基づ き 市 に置 か れ る 機関    
                                  （ 議 

          
         若 しく は こ れら に 置か れ る 機 関 又は こ れ らの 機 関 の 職員 で あ  
   会 を 除 く 。）  

   っ て 法 令（ 法 律 及び 法 律 に基 づ く命 令 （ 告 示 を含 む 。） を い う 。） 若 し く 

   は 条 例 等に よ り 独立 し て 権限 を 行使 す る こ と を認 め ら れた 職 員 

   （ イ 及び 第 ３ 号か ら 第 11 号ま で 省略 ） 

 （ 委 任 ） 

第 10 条  こ の条 例 に 定め る も の のほ か 、こ の 条 例 の 施行 に 関 し必 要 な 事 項は 、 市  

          、 議 長 
 長 そ の 他 の執 行 機 関    又 は公 営 企業 管 理 者 が 定め る 。 
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議第９号議案、議第10号議案及び議第11号議案の 
取 り 扱 い に 関 す る 理 事 会 協 議 結 果 

 
  (1) 議第 ９ 号議案 横浜市会会議規則の一部改正 

  (2) 議第 10 号議案 横浜市会委員会条例の一部改正 

  (3) 議第 11 号議案 横浜市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する 
条例の一部改正 

 

項  目 協 議 結 果（令和６年３月25日運営理事会） 

１ 議 案 発 送 ３月26日（火）の本会議席上配付 

２ 上 程 日 ３月26日（火）の本会議 

３ 提案理由説明 省略 

４ 委員会付託 
横浜市会会議規則第36条第３項 及び 市会運営委員会申し合

わせ・確認事項により、委員会付託を省略し、本会議で即決 

 
 
参  考 

●横浜市会会議規則（抜粋） 

第36条 

３ 委員会が提出した議案については、前２項の規定にかかわらず、委員会に付託し

ない。ただし、市会の議決により付託することができる。 

●市会運営委員会申し合わせ・確認事項（抜粋） 

本 会 議  

５ 議員提出議案について 

(1) 常任・運営委員会における発議（請願・陳情に係るものを含む。）に係る審査

が終了したもの及び団長会議等の協議が終了したものは、委員会等の終了後、速や

かに提出することとし、その取扱いについては、原則として、本会議で即決とする。 

 



議第12号議案 

保育所等における職員配置基準の見直し並びに保育現場及び放課後

児童クラブに勤務する職員の処遇改善を求める意見書の提出 

保育所等における職員配置基準の見直し並びに保育現場及び放課後児童クラブ

に勤務する職員の処遇改善を求め、関係行政機関等へ意見書を提出したいので、

次のとおり提出する。 

令和６年３月26日提出

こども青少年・教育委員会

委員長 山 浦 英 太  
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保 育 所 等 に おけ る 職 員配 置 基 準の 見 直 し 並 び に 保 育 現場 及 び 放課 後  

児 童 ク ラ ブ に勤 務 す る 職 員 の 処遇 改 善 を 求 め る 意 見 書  

 

令 和 ５ 年 1 2月 2 2日 に 閣 議 決 定さ れ た こど も 未来 戦 略 で は 、全 て の 子 供 ・ 子 育 て

世 帯 を 対 象 とす る 支 援の 拡 充 と して 、 保育 所 等 の 職 員配 置 基 準に つ い て 、４ ・ ５

歳 児 は 令 和 ６年 度 か ら 3 0対 １ か ら 2 5対 １ へ の改 善 を 図 り 、そ れ に 対応 す る 加 算措

置 を 設 け る 、ま た 、 これ と 併 せ て最 低 基準 の 改 正 を 行う と さ れ、 １ 歳 児 は 令 和 ７

年 度 以 降 、 加速 化 プ ラン 期 間 中 の早 期 に６ 対 １ か ら ５対 １ へ の改 善 を 進 める と さ

れ た 。 ま た 、保 育 士 等の 処 遇 改 善 に つ いて は 、 令 和 ５年 人 事 院勧 告 を 踏 まえ た 対

応 を 実 施 す る と と も に 、 民 間 給 与 動 向 等 を 踏 ま え た さ ら な る 処 遇 改 善 を 進 め  

る と さ れ た 。さ ら に 、 放 課 後 児 童ク ラ ブの 安 定 的 な 運営 を 図 る観 点 か ら 、常 勤 職

員 配 置 の 改 善な ど を 図る と さ れた 。  

保 育 所 等 に おけ る ４ ・５ 歳 児 の 職 員 配 置基 準 の 改 善 は、 7 6年 ぶ り に 実 施 され る

も の で 評 価 した い 。 一方 で 、 昨 今の 幼 児教 育 ・ 保 育 の現 場 で の子 供 を め ぐる 事 故

や 不 適 切 な 対応 事 案 など に よ り 子育 て 世帯 が 不 安 を 抱え る 現 状を 踏 ま え ると 、 さ

ら な る 手 厚 い体 制 の 整備 が 求 め られ て いる 。 特 に 、 １歳 児 の 改善 は 令 和 ７年 度 以

降 と し て お り、 一 人 一人 の 個 性 や発 達 に合 わ せ た 保 育の た め にも 、 ２ 歳 児を 含 め

た 低 年 齢 児 につ い て 早期 の 改 善が 必 要 であ る 。  

ま た 、 保 育 士 等 の 処 遇 は 、 こ れ ま で の 国 の 取 組 に よ り 改 善 さ れ て は い る も の  

の 、 い ま だ 十分 と は い え ず 、 同 じ 保 育 現場 で 働 く 調 理員 や 事 務職 員 等 の 処遇 も 含

め て 抜 本 的 な改 善 が 必要 で あ る 。 加 え て、 放 課 後 児 童ク ラ ブ 職員 の 処 遇 も、 質 の

向 上 や 人 材 確保 の た めに さ ら な る改 善 が求 め ら れ て おり 、 保 育所 等 と 同 様の 地 域

区 分 の 創 設 など に よ る改 善 が 必要 で あ る。  

そ こ で 、 国 にお か れ ては 、 １ 歳児 及 び ２歳 児 の 最 低 基準 の 引 上げ に よ る職 員 配

置 基 準 の 見 直し 、 保 育現 場 に 勤 務す る 職員 の さ ら な る 処 遇 改 善の 実 現 、 そし て 、

放 課 後 児 童 クラ ブ 職 員 の 地 域 に よる 人 件費 等 の 格 差 を踏 ま え 、地 域 の 実 態に 合 わ

せ た 適 切 な 財政 措 置 が講 じ ら れる よ う 強く 要 望 す る 。  

 こ こ に 横 浜市 会 は 、 全 会 一 致 をも っ て、 地 方 自 治 法第 9 9条 の 規 定 に よ り 意見 書

を 提 出 す る 。  

 



   令 和 ６年 ３ 月 26日  

 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内 閣 総 理 大 臣 

 内 閣 府 特 命 担 当 大 臣 （ こ ど も 政 策 ） 

                            

横 浜 市 会 議 長     

瀬 之 間  康  浩  

  

 

宛 て  




